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11 月彦根愛知犬上広域行政組合議会臨時会会議録（第４号）  

 

令和 4 年 11 月 15 日（火）  

 

 

議  事  日  程  

 第１  会議録署名議員の指名  

 第２  会期の決定  

 第３  議案第 10 号上程  

 

本日の会議に付した事件  

日程第１  会議録署名議員の指名  

日程第２  会期の決定  

日程第３  議案第 1 0号上程  

     議案第 1 0号  令和４年度 (2022年度 )彦根愛知犬上広域行政組合  

一般会計補正予算 (第２号 ) 

 追加日程  会議案第１号上程  

      彦根愛知犬上広域行政組合議会会議規則の一部を改正する規則案  
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事 務 局 次 長 谷  村  雅  史      書 記 荒  木    潤  

  

会議に出席した説明員  

管  理  者 和  田  裕  行  君    総 務 課 長 谷  村  雅  史  君  
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会 計 管 理 者 辰  巳    正  君    建設推進室主幹 宇  野  恵  士  君  

事 務 局 長 綾  木  陽  一  君     
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午前 9 時 31 分開会  

○議長（杉原祥浩君） それでは、た

だいまから令和４年 11 月彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 臨 時 会 を 開 会 い

たします。  

ただいまの出席議員は 18 名で会議

開会定足数に達しております。よって、

令和４年 11 月臨時会は、成立いたし

ました。  

ただちに本日の会議を開きます。  

 

日程第１  会議録署名議員の指名  

○議長（杉原祥浩君） 次に、日程第

１、本日の会議録署名議員の指名を行

います。  

会議録署名議員に、 11 番小川吉則

君、 12 番村西作雄君を指名いたしま

す。  

 

日程第２  会期の決定  

○議長（杉原祥浩君） 次に、日程第

２、会期の決定を議題とします。  

お諮りいたします。今臨時会の会期

は、本日１日といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 異議なしと認

めます。よって、今臨時会の会期は、

本日１日に決定いたしました。  

 

日程第３  議案第 10 号上程（管理者

提案説明）  

○議長（杉原祥浩君） 次に、日程第

３、議案第 10 号  令和４年度 (2022 年

度 )彦根愛知犬上広域行政組合一般会

計 補 正 予 算 (第 ２ 号 )を 議 題 と い た し

ます。  

職員に議案を朗読させます。  

〔高橋議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（杉原祥浩君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（和田裕行君） 11 月臨時会

に上程いたします議案第 10 号  彦根

愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補 正

予 算 (第 ２ 号 )の 概 要 に つ き ま し て ご

説明いたします。  

予算総額 5 億 1,585 万 1 千円に、補

正額 1,124 万 9 千円を増額し、予算総

額を 5 億 2,710 万円とするものでご

ざいます。補正する主な理由としまし

ては、現在、彦根愛知犬上地域新ごみ

処理施設の整備につきまして、熱焼却

方式にて事業を進めておりますが、並

行 し て 費 用 が 安 価 で 環 境 負 荷 が 小 さ

い と 言 わ れ て い る 好 気 性 発 酵 乾 燥 方

式 (ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 等 )に つ

いて、精通したコンサルタント会社に

委託し、本圏域での実現可能性の調査、

検 証 等 を し て い く た め に 必 要 な 経 費

等を補正するものでございます。  

 また、現在、好気性発酵乾燥方式 (ト

ンネルコンポスト方式等 )を導入し稼

働 さ れ て い る 香 川 県 三 豊 市 の バ イ オ

マ ス 資 源 化 セ ン タ ー み と よ に 彦 根 愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 議 員 の 先 進

地視察をしていただき、今後の判断の

ため、知見を深めていただく必要があ

る こ と か ら 視 察 に 要 す る 経 費 等 を 補

正するものです。今回は残念ながら延

期になりましたが、年度内に再開され
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ましたら、改めて議員の皆様に日程の

調整をさせていただきます。  

 さらに、紫雲苑および中山投棄場に

おいて、昨今の円安および原油価格の

高騰等により、燃料費および光熱水費

が 予 算 額 を 上 回 る 見 込 み で あ る た め

補正するものでございます。  

 以上が、今臨時会で提案しています

議案の説明となります。ご審議を賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（杉原祥浩君） これより質疑

を行います。  

 発 言 通 告 書 が ４ 名 の 方 々 か ら 提 出

されておりますので、順次発言を許し

ます。  

 その順位は、15 番伊藤容子さん、17

番瀧すみ江さん、５番角井英明君、６

番西澤伸明君とします。  

 なお、質疑は一問一答形式でお願い

します。 15 番伊藤容子さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） おはようご

ざいます。本日は明快なる簡潔な答弁

をよろしくお願いいたします。  

大項目１、トンネルコンポスト方式

について。議員にとっては、寝耳に水

の よ う な 発 表 で あ っ た ト ン ネ ル コ ン

ポ ス ト 方 式 の 検 討 を 始 め る と い う お

知らせでした。中項目１、ごみ処理方

法変更の検討について。細項目１、現

在進行中のストーカ方式は、施設整備

基本計画を終え、造成等実施設計業務

も令和４年度に終える予定であり、ま

た、令和２年度から令和５年度にかけ

て 進 行 中 の 環 境 影 響 評 価 は 準 備 書 の

縦覧も終えたいま、なぜごみ処理方法

の 変 更 を 検 討 す る の か 理 由 を 教 え て

ください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 検 討 を 進 め る

理由としましては、まず、近年の地球

規模での気候変動が問題視され、その

要因と考えられる温室効果ガス、特に

二 酸 化 炭 素 の 排 出 量 を 削 減 す る こ と

が 当 圏 域 で も 取 り 組 む べ き 課 題 と な

ってきたからでございます。  

また、近年の建設費の高騰を受け、

新ごみ処理施設の整備費用について、

各 プ ラ ン ト メ ー カ ー に 見 積 り を 依 頼

し試算したところ、令和元年 10 月に

策 定 し ま し た 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基

本計画に記載の約 200 億円から約 290

億 円 に 大 幅 な 増 額 と な る 見 込 み と な

ってきました。  

こうしたことから、今まで進めてま

いりました熱焼却方式と並行して、地

域 全 体 と し て 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 削

減 に よ る 環 境 負 荷 の 低 減 効 果 が 期 待

でき、また、１市４町の厳しい財政状

況 の 中 で き る 限 り 財 政 負 担 を 軽 く す

るため、整備費用削減の可能性のある

新 た な ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 検

討をするものでございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 再質問です。

二つの理由をあげて、まず二酸化炭素

削減の説明をされたんですけど、トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に す る こ と に よ

って、どのくらいのＣＯ２が削減され

るのか。私が調べましたら、ＣＯ２の
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削 減 に は な ら な い と い う 見 解 も あ る

と。最終的にガスになるということで、

も っ と 専 門 家 の Ｃ Ｏ ２ が 削 減 さ れ る

という説明が欲しいと思います。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ＣＯ

２ 削 減 が ど の く ら い に な る か と い う

ことですが、そちらにつきましては、

私 ど も も 国 内 の 実 例 が １ 例 と い う こ

とで、当圏域としてどれくらいＣＯ２

が削減できるか等を含めまして、今回

の コ ン サ ル タ ン ト 会 社 の 方 に 委 託 し

て検証することを考えています。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 先程、もう

１ 点 の 説 明 で 財 政 が 厳 し い と 言 わ れ

て、200 億から 290 億へ大幅に費用が

上 が っ た と い う こ と を 説 明 さ れ ま し

たが、ＣＯ２削減と金額が高騰したと

いう二つの理由だと、きっかけとして

は、どちらが大きい要因なのでしょう

か。例えばＣＯ２の削減としたら、市

長 が 変 わ ら れ た と き か ら Ｃ Ｏ ２ 削 減

は変わらない状況ですけど、金額が高

騰したというのは、最近市長が変わっ

てから判明したことだと思うので、今

回 の 変 更 の 原 因 と し て は 二 つ の 理 由

のうち、どちらが大きいのでしょうか。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 結論

から申しますと、どちらも今回取り組

んでいく要因となっております。１点

目は試算した結果、200 億から 290 億

に増額となることが判明したこと。も

う１点は、ＣＯ２削減という取組がか

なり加速している中で、当圏域として

も 取 り 組 ん で い か な い と い け な い と

強く認識していることからです。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 費用が大き

く 高 騰 し た と い う こ と が 今 に な る の

は分かるんですけど、ＣＯ２削減に関

しては、市長になられて１年半が経っ

たいま、本当にＣＯ２削減のために舵

をきるのであれば、１年半を無駄に過

ごしたと解釈できますが、どのような

見解なのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 伊藤議員、質

問の主旨から外れてきました。  

○ 15 番（伊藤容子さん） ＣＯ２削減

という意味では、市長に就任されて１

年半遅かったのではないでしょうか。 

○議長（杉原祥浩君） それも質問か

ら外れています。質問を変えていただ

くか、次の質問にいってください。  

○ 15 番（伊藤容子さん） この方法の

変 更 を 検 討 す る 時 期 が 遅 か っ た の で

はないでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 就任して以

来、ありとあらゆる方法をずっと検討

し続けてまいりました。去年の段階で

４町長の皆さんと何とかして、プラス

チ ッ ク ご み を 分 別 す る と い う こ と で

合意を進めて、規模の縮減等に取り組

んでまいりました。まだそのときは、

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 認 識 は あ

ったのですが、実現可能だという判断

には至っておりません。我々の規模で

は、なかなか難しいという中で研究、
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調査をし、実際に足を運び決めたもの

です。もっと早くに決めるに越したこ

とはなかったのですが、与えられた状

況の中では、ベストを尽くしたと思っ

ております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 本気で取り

組むのであれば、１年４か月ぐらいが

経った８月に視察されたのは、ちょっ

と 時 期 的 に 遅 か っ た の で は な い か と

思いますが、次に移ります。  

細項目２、今回検討されるトンネル

コ ン ポ ス ト 方 式 に つ い て 詳 し く ご 説

明ください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） トン

ネルコンポスト方式とは、視察させて

い た だ き ま し た 香 川 県 三 豊 市 の 株 式

会 社 エ コ マ ス タ ー の 資 料 に よ り ま す

と、ヨーロッパで開発されたごみ処理

方式で、生ごみやプラスチック、紙な

どが混在する可燃ごみを破砕混合し、

バ イ オ ト ン ネ ル と 呼 ば れ る コ ン ク リ

ートの密閉発酵槽へ投入することで、

微生物が生ごみを発酵分解し、その発

酵熱を利用してプラスチック、紙など

を 乾 燥 処 理 す る 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式

の１種でございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） はい、分か

りました。  

次 に デ メ リ ッ ト に つ い て 詳 し く ご

説明ください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の デ メ リ ッ ト と

しましては、ごみ処理後の成果物であ

る 固 形 燃 料 の 引 取 先 の 安 定 的 な 確 保

や、バイオトンネルの整備にある程度

の 敷 地 が 必 要 と な る た め 施 設 用 地 の

確保、発酵に際し発生する臭気への対

策が考えられますが、国内での事業実

績 が 少 な く 情 報 が 限 ら れ て い る こ と

から、この点も含めて、この事業に精

通 し た コ ン サ ル タ ン ト 会 社 に 委 託 し

十分に調査、検証を行うことを考えて

います。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） いろいろ調

べますと、作り出された固形燃料の排

出 先 が 安 定 的 に 見 つ か る か ど う か が

ポイントだと思います。  

令和元年６月の彦根市議会では、野

村 議 員 が ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に

ついて質問していますけども、その市

の答弁については、ご承知でしょうか。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 令和

元年６月の彦根市の定例議会で、ご質

問があったと聞いております。トンネ

ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 需 要 の 問 題 で す

が、そちらにつきましても、今回の調

査の中で十分に情報収集、検証をして

いきたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 需要先があ

るかどうかは大事なことです。組合と

して、その部分をどのように解決しよ

うとお考えなのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 質問から大き
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く外れていますので、質問の内容を変

えるか、次に進んでください。  

○ 15 番（伊藤容子さん） では、デメ

リットについて、トンネルコンポスト

方 式 は た く さ ん の 自 治 体 の 議 員 等 が

視察に行かれています。たくさんの調

査 報 告 書 が ネ ッ ト で 見 る こ と が で き

ます。様々な議会でも、ごみ焼却場の

更新について議論中であり、トンネル

コンポスト方式が話題に出ますが、実

際 に 採 用 し て い る と こ ろ は ご ざ い ま

せん。一つ阿波町というところが、審

議中ということみたいですけど、ほと

んどのところが、供給先がないという

ことで、断念していることがネット上

でたくさん確認できます。このデメリ

ッ ト へ の 対 応 に つ い て 慎 重 な 検 討 が

必要と思いますけど、広域行政組合の

見解を教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ご指

摘の点につきまして、先ほどから申し

上 げ て い ま す よ う に 精 通 し た コ ン サ

ル タ ン ト 会 社 に 調 査 を 委 託 し て い く

ということでございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） では、検討

に 十 分 時 間 を か け る と い う 組 合 の 覚

悟があるのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  すいません。

また質問から外れてきました。質問を

変えていただくか、次に進んでくださ

い。  

○ 15 番（伊藤容子さん） では、多く

の 自 治 体 が 踏 み と ど ま っ て 実 行 に 移

し て い な い ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式

の デ メ リ ッ ト の 見 解 が 調 査 で 出 る と

思うのですけど、それについて、組合

の 検 討 内 容 を 丁 寧 に 市 民 の 皆 さ ん に

説明をして、今後もし、それに踏み切

るのであれば、どのような解決をする

のか丁寧な説明が必要と思いますが、

どのようにお考えでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 質問から大き

く外れてきましたので、質問を変える

か、次に進んでください。デメリット

については、先ほどお答えになったこ

とが、以上だと思います。質問が大分

違ってきましたのでお願いします。  

○ 15 番（伊藤容子さん） デメリット

にどのように対応するのか。また、丁

寧な審議をするのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） それも全てお

答えになったかと思うのですけど、質

問を変えていただくか、次に進んでく

ださい。  

○ 15 番（伊藤容子さん） デメリット

に つ い て 丁 寧 な 市 民 へ の 説 明 が 必 要

になると思います。デメリットについ

てです。関係すると思います。答えて

ください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の調査、検証した結果につきましては、

デメリットを含めましてできる限り、

丁 寧 な 説 明 に 努 め て ま い り た い と 思

います。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） ここは、じ

っ く り と 慎 重 に 大 き く 判 断 を 間 違 え
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な い よ う に 慎 重 な 検 討 を 要 す る と こ

ろだと思います。よろしくお願いしま

す。  

次に、焼却炉との併用についてです。

災 害 時 の ご み 処 理 を 自 分 の 自 治 体 で

するというのは、全国の自治体に求め

られていることで、どこの自治体も努

力をして、自分のところのごみを処理

するために、焼却施設の大きさを決定

して実行されているところですが、彦

根 市 の 災 害 時 の ご み 処 理 は 自 分 の と

こ ろ で 焼 却 処 理 す る と い う こ と を 守

る必要があると思います。また、安定

した量の生ごみが出てくるので、上手

く処理ができなかったということで、

圏 外 に 外 部 委 託 す る と い う こ と は 本

末転倒な話で、１市４町のごみを安定

し て 処 理 す る た め に は 焼 却 方 法 と の

併用も必要かと考えられますが、今回

の 委 託 に 焼 却 方 法 と の 併 用 に つ い て

の調査は入っているのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ども申し上げましたように、現時点で

は、トンネルコンポスト方式の情報収

集 と １ 市 ４ 町 の 当 圏 域 内 で の 実 現 可

能性についての調査、検証を今回の補

正では目的としておりますので、今回

の委託の中には、熱焼却方式の併用に

ついての検討は予定しておりません。 

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 分かりまし

た。調査結果が出たあとに災害時のご

み 処 理 な ど を 総 合 的 に 行 政 組 合 で 検

討 さ れ る と い う こ と で よ ろ し い の で

しょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 調査

の結果、それも含めて慎重に検討して

いきたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 総合的に検

討した結果、初めて議会で説明される

のでしょうか。それとも、一旦、この

調 査 結 果 が 出 た 段 階 で 議 会 へ 説 明 し

ていただけるのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） また、質問か

ら外れてきました。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 焼却方法を

検 討 す る 前 に 議 会 で 説 明 は あ る の で

しょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  事務局長。  

○事務局長（綾木陽一君） 今回、コ

ン サ ル タ ン ト 会 社 に 調 査 を 委 託 し ま

すので、その結果につきましては、皆

様にご説明させていただきます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） コンサルタ

ント会社の調査結果が出たら、速やか

に 議 会 で 説 明 す る よ う に 答 弁 い た だ

きましたので、よろしくお願いします。 

次です。本方式の検討には、建設地

変 更 の 可 能 性 も 含 ま れ て い る の で し

ょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の委託業務につきましては、トンネル

コ ン ポ ス ト 方 式 に 係 る 当 圏 域 と し て

必 要 と な る 施 設 規 模 の 設 定 や 建 設 費

用 が ど の 程 度 に な る か を コ ン サ ル タ
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ン ト 会 社 に 整 理 し て い た だ く も の で

ございます。その後、ごみ処理方式に

ついての判断を行い、一定の方向性を

示すためのものでございますから、建

設 候 補 地 変 更 の 検 討 は 入 っ て お り ま

せん。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 実際この方

式 は 非 常 に 広 い 敷 地 を 要 す る 方 法 で

あり、先ほど申しました、令和元年６

月の彦根市議会の話ですけども、三豊

市は 40 トンのごみを処理しています

が、１市４町では 150 トンですので、

約４倍の処理となるため、広い敷地が

必 要 に な る と い う 彦 根 市 の 答 弁 が あ

りました。施設の２階建、３階建も含

めて検討し、ほかの候補地への変更は

検 討 し な い と い う こ と で よ ろ し い の

でしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ど申しましたように、トンネルコンポ

ス ト 方 式 で 必 要 と な る 施 設 規 模 の 設

定。つまり、面積としてどれくらい必

要 か も 含 め て 検 討 し て い く も の で ご

ざいます。ですので、ご指摘の点も含

めて、今回の委託の中で調査していき

たいと考えておりますので、ご理解の

ほどよろしくお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 現在のとこ

ろ の 敷 地 面 積 は 分 か っ て い る の で 広

さが必要になると、２階建、３階建と

い う か た ち に な っ て く る の だ と 思 う

のですが、複数層階の実現可能性につ

いては、今回の委託で実施すると考え

てよろしいのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） これ

からこの方式自体の調査、検証を行い、

情報収集していく段階ですので、いま

の時点では、まだ分からないところで

ございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 調査の結果、

広い敷地が必要になる場合、初めてい

ま の 候 補 地 が ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方

式に適するのか、適さないのか。例え

ばいまの敷地であれば、複数層階でで

きるのか。複数層階ができないのであ

れば、そのとき初めて別の候補地を検

討せざるを得ない、そういう認識でよ

ろしいのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） まず、

要件を整理してから、現候補地が適地

か検討していくかたちになります。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） コンサルタ

ン ト 会 社 の 調 査 で 敷 地 が 変 更 に な る

かもしれない。２層、３層でできるか

も し れ ま せ ん が そ う い う こ と も 考 え

られるので、速やかに議会に報告する

よう重ねてお願い申し上げます。  

次にまいります。トンネルコンポス

ト方式に変更する場合、１市４町のご

み を 一 つ の 場 所 に ま と め て 処 理 す る

のではなく、各市町でごみ処理施設を

設置し、各市町でごみを分散処理する

ことで、ごみ運搬距離の至近化や一つ
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の ご み 処 理 施 設 の ご み 処 理 量 を 減 少

することで、安定したごみの処理が可

能になり、分散処理することで大きな

メリットを生むと考えられます。各市

町でなくても、例えば、２か所や複数

の 場 所 で の 分 散 処 理 の 可 能 性 に つ い

て、今回の委託に含まれているのか答

弁をお願いします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） この

委託業務は、当圏域内のトンネルコン

ポスト方式での実現可能性を検証し、

ど の 程 度 の 施 設 規 模 が 必 要 か を 調 査

するもので、分散処理の可能性を調査

するものではございません。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 今回の調査

の中に分散処理は含まれず、あくまで

も １ 市 ４ 町 で ま と め て の 処 理 と い う

ことで、よろしいですか。再度確認で

す。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） はい。

今 回 は 広 域 と し て の 調 査 と い う こ と

で考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 調査結果に

よっては、分散処理もそのあとに改め

て 検 討 課 題 に な る か も し れ な い と い

う可能性については、どう思われてい

るのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） そち

らにつきましても、今回の調査結果を

踏まえまして、検討していくことだと

思いますので、いまの段階では分かり

かねるところでございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 次に移りま

す。中項目２、今後のスケジュールに

ついて。細項目１、トンネルコンポス

ト方式について、今後の審議等のスケ

ジ ュ ー ル は ど の よ う に 考 え て お ら れ

ますか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の委託は、トンネルコンポスト方式の

実現可能性を検証するもので、そのス

ケジュールまでは未定です。今年度末

を 目 途 に 判 断 材 料 を 集 め て い き た い

と考えていることころです。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 調査の結果

が出ないと、はっきりとしたことが言

えないと思うのですけど、今年度を目

途 に 一 つ の 判 断 材 料 を と い う 答 弁 で

すが、現在のストーカ方式のスケジュ

ールでは、令和 11 年がしゅん工とい

うことで、彦根市の焼却炉が非常に青

色吐息で修理費もかさんでいて、本当

にそれまでもつのかという状況です。 

あまり時間の猶予がない状況の中、こ

の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に つ い て

一 定 の 最 終 決 定 を 出 さ な い と い け な

い 目 安 が あ る の で は な い か と 思 う の

ですが、決定についての目安とかは、

お持ちでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ど、今年度末を目途に判断材料を集め
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ていくと申し上げました。令和 11 年

度稼働を目指して、そうしたスケジュ

ールの関係がございますので、一定の

判 断 材 料 に つ い て 年 度 末 を 目 指 し て

集 め て い き た い と 考 え て い る と こ ろ

でございます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 年度末とい

うのは３月ということですよね。とい

うことは、年度末までに最終決定をし

たいという意向ではないのですか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 調査、

検 証 結 果 が ま と ま っ て く る の が 年 度

末ぐらいになるということで、判断に

は そ れ か ら 一 定 の 時 間 を 要 す る と 考

えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 結果が３月

末までに出てきて、来期のどのくらい

までに一定の目途というのは、ないの

ですか。結果の内容によっては非常に

長 く 審 議 を す る 必 要 が あ る な ど と い

う答弁になるのですが、どうなのでし

ょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

ことにつきまして、現段階では３月末

を目途に判断材料を集めまして、もし

そ こ で も 材 料 が 集 ま ら な い よ う で し

たら、延ばしてということもあり得ま

すし、その辺りは先ほども申しました

ように、現有施設の現状を鑑みまして、

で き る だ け 早 く 一 定 の 方 向 性 を 示 し

ていきたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 判断材料が

出てくるのが３月末ということで、そ

の後、専門家の審議を長いことかけて

したのですが、それに関しても同じよ

う に 専 門 家 の 審 議 が 始 ま る と 考 え て

よろしいのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 が 採 用 さ

れた場合ということで捉えますと、全

く処理方式が変わってきますので、確

か に 様 々 な 事 務 手 続 き が 必 要 に な っ

てくると考えております。ですので、

現 段 階 で そ の ス ケ ジ ュ ー ル は 未 定 と

なります。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） いまの説明

を聞きますと、判断材料が今年度中に

出るということで、その後どれだけ専

門家、市民を交えて丁寧な審議をされ

るのかが全く描かれていないので、出

てきた調査結果について、第３者であ

る 専 門 家 の 意 見 が 非 常 に 大 切 に な る

と思います。新たに実行しようと踏み

切ったときに、あわよくばモデル都市

なんですけど、勇み足で１市４町でや

った結果、あとの人達が大変な思いを

し な い よ う に 慎 重 な 検 討 を し て い た

だきたいと思い、質問をさせていただ

いております。現在、審議のところは

あまりお考えでないようなので、将来

１ 市 ４ 町 の 住 民 に 負 担 を か け な い よ

う、この判断はよかったなと言えるよ

う 慎 重 に 審 議 を し て い た だ き た い と



  12 

思います。  

次です。現在ストーカ方式で進んで

おります。先日、専門の審議会におい

ても進行中と伺っておりますが、スト

ー カ 方 式 と ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式

の ス ケ ジ ュ ー ル の 関 係 に つ い て 考 え

を示してください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 当 圏 域

で の 実 現 可 能 性 調 査 検 証 委 託 事 業 に

ついては、これまでの熱焼却方式と並

行して検討を行うもので、今年度末を

目途に調査により材料を集め、また一

方、熱焼却方式につきましては費用を

削減できることがないかを検討し、来

年 度 の 早 い 段 階 で こ の 二 つ の ご み 処

理方式についての判断を行い、一定の

方 向 性 を お 示 し し た い と 考 え て い ま

す。いずれにしましても、令和 11 年

度 の 新 ご み 処 理 施 設 稼 働 の 予 定 に 影

響 が 出 な い よ う に 進 め て ま い り た い

と考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 分かりまし

た。もう一度確認です。年度末にトン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 判 断 材 料 が 出

てから、丁寧な審議をすることによっ

て、最終決定されると思うのですが、

来 年 度 の 早 い 段 階 で 決 定 と い う 答 弁

がありました。それは審議をしないと

いうかたちに聞こえます。審議と来年

度 の 早 い 段 階 で の 決 定 の ど ち ら を 優

先して考えるのか、もう一度見解を教

えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 安藤副管理者。 

○副管理者（安藤博君） 先ほど建設

推 進 室 長 の 方 か ら 答 弁 し て ま す と お

り、この補正予算に関しては、あくま

で も ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 可 能

性 に つ い て コ ン サ ル タ ン ト 会 社 を 通

じ て 調 査 委 託 を さ せ て い た だ き た い

という提案でございます。コンサルタ

ン ト 会 社 か ら 年 度 末 を 目 途 に 出 し て

い た だ い た 成 果 物 の 内 容 に つ き ま し

て、当然議会の皆様と審議させていた

だくかたちになると考えております。

地方自治法第 96 条第２項の議決事件

に こ の 件 は 関 係 す る こ と で ご ざ い ま

すので、議会の皆さんとしっかりと審

議 さ せ て い た だ き た い と 考 え て お り

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） しっかりと

審議するということは、なるべく早い

段階という意向ではなく、時間をかけ

て し っ か り 審 議 を し て い た だ け る と

いうことでよろしいのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 安藤副管理者。 

○副管理者（安藤博君） あくまでも、

令和 11 年という期限を切られている

案件でございます。その中で、当初の

目的であります、二酸化炭素排出量の

削減、そして高騰している建設費用の

削減の一つの手法として、補正予算を

上 程 さ せ て い た だ い て い る と い う こ

とでございます。したがいまして、い

たずらに延ばすということではなく、

令和 11 年度に間に合うように審議を

させていただくということで、ご理解
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賜りたいと思います。  

○議長（杉原祥浩君）  伊藤議員。  

○ 15 番（伊藤容子さん） いたずらに

長い時間をかけるのではなく、短い時

間、回数を重ねてしっかりと審議をす

ればいいわけです。専門家を交えて期

限 に 間 に 合 う よ う に 審 議 を し て い た

だき、その間ストーカ方式もどうなる

か分からないので、しっかりと進めて

いただけるようお願いいたします。こ

れで終わります。  

○議長（杉原祥浩君）  続きまして、

17 番瀧すみ江さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 大項目１、

議案第 10 号  令和４年 (2022 年度 )彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補

正予算 (第２号 )について。中項目１、

好気性発酵乾燥方式について。細項目

１、先日の全員協議会で好気性発酵乾

燥 方 式 を 採 用 し て い る 香 川 県 三 豊 市

の バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー み と よ

に管理者、副管理者、組合議長、組合

職員が視察してこられたそうですが、

視察に行かれた結果、どういうことを

得たのかについて答弁を求めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 三豊

市 の 民 間 施 設 バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン

ターみとよへ視察にまいりまして、こ

の 施 設 は 微 生 物 を 利 用 し た 簡 素 な 構

造 で 施 設 運 営 に 必 要 な 人 員 も 少 な く

初 期 費 用 や ラ ン ニ ン グ コ ス ト も 抑 え

られている印象を受けました。また、

生成した固形燃料は、近隣の製紙工場

等 で 石 炭 の 代 わ り と し て 有 効 活 用 さ

れていることから、二酸化炭素の排出

を 抑 え た 低 炭 素 社 会 へ の 取 組 に 大 変

寄 与 さ れ て い る 施 設 で あ る と 感 じ た

ところです。  

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） それでは、

細項目２、先ほどの伊藤議員の質疑と

重 複 し て い る と こ ろ が あ る と 思 い ま

すが、この処理方法のメリット、デメ

リットについて見解を求めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現時

点 で 想 定 さ れ る メ リ ッ ト と し ま し て

は、ごみを燃やすという工程がないた

め 煙 や ダ イ オ キ シ ン が 発 生 し な い こ

と。施設内で発生する処理水を循環利

用 す る こ と に よ り 場 外 へ の 排 水 が 出

ないこと。発酵熱の利用により乾燥工

程で化石燃料を使用せず、生成した固

形 燃 料 は 化 石 燃 料 の 代 替 と し て 利 用

されるため、ごみ処理場と固形燃料の

利 用 先 の 双 方 で 二 酸 化 炭 素 の 排 出 を

抑制できること。ほかの処理方式と比

較 し て 複 雑 な 設 備 等 を 要 し な い た め

初期投資費用が安価で、また、ランニ

ングコストも抑えられることのほか、

設 備 の 補 修 対 応 に も 優 れ て い る と い

うことでございます。  

一方、デメリットとしましては、先

の 伊 藤 議 員 の ご 質 問 に も お 答 え し た

とおり、ごみ処理後の固形燃料の引取

先 の 安 定 的 な 確 保 や 整 備 に あ る 程 度

の敷地の確保、発酵に際し発生する臭

気 へ の 対 策 が 課 題 で あ る と 考 え て い

るところです。  
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○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 細項目３、

補 正 予 算 の 資 料 で 全 議 員 の 視 察 費 用

が出てきておりますので、先ほど説明

いただいたように、視察に伺うことに

なるのですけど、事前に視察先の細か

い 資 料 を 揃 え て い た だ い た 方 が よ く

調べて行くことができます。事前に資

料を揃えていただくことと、視察に伺

ったあと、議会と当局が協議の場を持

つ こ と に つ い て 見 解 を 問 う の で す け

ど答弁をお願いします。  

○議長（杉原祥浩君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 議員ご質

問 の 事 前 に 細 か い 資 料 を 揃 え る こ と

に つ き ま し て お 答 え さ せ て い た だ き

ます。好気性発酵乾燥方式は先進的な

取組であり資料が少ないことから、今

回あらかじめ全議員に、先に組合職員

が バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー み と よ

に 視 察 し た 際 に 頂 戴 し た パ ン フ レ ッ

ト を 複 写 し た も の と 組 合 職 員 が 作 成

し た 説 明 資 料 を 配 付 さ せ て い た だ き

ました。  

こ の 度 の 視 察 研 修 は 残 念 な が ら 中

止になりましたが、年度内に視察の受

入れが再開されましたら、改めて全議

員に視察研修をお願いすることとし、

理 解 を 深 め て い た だ こ う と 考 え て い

ますので、ご協力いただきますようお

願いいたします。  

続いて、事後に議会と当局が協議の

場を持つことにつきましては、彦根愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 会 議 規 則 第

35 条において全員協議会を設けてお

ります。提出議案の概要について必要

に応じて理事者から説明を受けたり、

議 会 の 運 営 に 関 す る 議 員 間 の 意 見 の

調整を図るほか、行政上の重要な課題

に つ い て 協 議 ま た は 調 整 を 行 う こ と

を目的で設けております。従いまして、

別 に 協 議 の 場 等 を 設 け る こ と は 考 え

ておりませんので、ご理解いただきま

すようお願いいたします。  

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） それでは、

細項目４にまいります。固形燃料につ

いては、近くにリバースセンターとい

う参考事例があります。今度検討され

る 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に よ り で き る

固形燃料の名前はＲＰＦ。リバースセ

ン タ ー で 作 ら れ て い る の は Ｒ Ｄ Ｆ と

い う 名 前 で 成 分 に 多 少 違 い が あ り ま

すが、プラスチック類等が含まれてい

る固形燃料に違いはありません。リバ

ースセンターでは、固形燃料の買い手

が 常 に 県 外 の 企 業 で あ り 定 着 し て い

ないのが現状です。私が議員になった

頃、ちょうどリバースセンターができ

て、この固形燃料は地元で消費すると

いうことで、専用の焼却炉を作りいろ

い ろ 熱 利 用 を さ れ る と い う 話 が あ っ

たのですが、それがかなわないために

県 外 に 持 ち 出 す こ と に な っ て し ま い

ました。その固形燃料は１トン 500 円

で専門の企業に買ってもらい、リバー

スセンターは１トン 4,950 円の送料

を支払っております。令和３年度ベー

ス の 決 算 で 固 形 燃 料 の 売 却 代 が 244

万 5025 円。そしてＲＤＦ配送委託費
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が 2,453 万 3,267 円。差引きするとマ

イナス 2,208 万 8,242 円という大き

な赤字になっております。私はこうい

う こ と を 繰 り 返 す こ と に な る の で は

ないかと懸念しております。このこと

について見解を問いますが、答弁をお

願いします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

ご指摘のとおり、固形燃料の安定的な

引取先の確保が、当組合でも取り組む

べき課題と認識しており、この委託業

務の中で調査、検証をする予定です。 

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 細項目５に

移らせていただきます。三豊市では、

大 手 製 紙 会 社 と の 引 取 先 が 確 保 で き

て い る 状 況 で 行 わ れ て い る と い う こ

とですけど、もし、この方式に進んだ

場合は、近隣で引き受ける企業の確保

が前提になると思います。それがない

と 本 当 に 大 き な 赤 字 を 生 む こ と に な

りかねないので、建設費は高くないと

しても、できたあと来世に渡り赤字を

生むことになりますので、大前提とし

て 近 隣 で 引 き 受 け る 企 業 の 確 保 が 必

要になると考えております。これから、

検証される段階ですので、そのように

進んだ場合、近隣で引き受ける企業の

見 通 し が あ る の か に つ い て 答 弁 を 求

めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃料の引取先につきましては、今回の

委託事業において、仕様の中に固形燃

料 の 使 用 動 向 や 近 隣 地 域 で の 需 要 先

の事業者調査も含めており、コンサル

タ ン ト 会 社 に 十 分 検 証 し て い た だ く

ことを予定しています。  

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 次の細項目

６ですけど、固形燃料はプラスチック

類が含まれていますので、ダイオキシ

ン 類 を 発 生 さ せ な い た め の 対 策 と し

て 特 別 な 専 用 焼 却 炉 が 必 要 に な る と

いうことを前から聞いております。製

紙 会 社 と か が 引 き 取 っ て い る と 思 い

ますが、そのような認識は持っておら

れるのかについて、答弁を求めます。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃料については、利用先で対応する設

備が必要なことは認識しており、需要

先企業についても、コンサルタント会

社 に 調 査 し て い た だ く こ と を 考 え て

おります。  

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 検証の段階

ですので、とにかく慎重に事業を進め

ていただきたいと思います。  

細項目の７ですけど、今年の３月に

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処 理 基

本計画が出されました。ごみの減量化

や分別の方針が出されました。どんな

こ と が あ っ て も 計 画 で 決 め ら れ た ご

み 減 量 化 と 分 別 の 方 針 を は ず さ な い

ことを求めますが、その見解について

答弁を求めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 彦根



  16 

愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画は、１市４町で策定されたもので、

ご み 減 量 と 分 別 の 方 針 に つ き ま し て

は、各市町の判断、事務となります。

当組合としましては、１市４町のごみ

減量、分別の方針に沿った施設の整備

推 進 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て

いるところです。  

○議長（杉原祥浩君）  瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） これで終わ

ります。ありがとうございました。  

○議長（杉原祥浩君） それでは、コ

ロナ対応としまして、10 分程度換気と

休憩をとらせていただきます。  

 

〔午前 10 時 27 分休憩〕  

 

〔午前 10 時 38 分再開〕  

 

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。５番角井議員。 

○５番（角井英明君） 大項目１です。

業 務 委 託 を 考 え て い る コ ン サ ル タ ン

ト会社について。全員協議会で委託先

が エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 で あ る こ と を

明らかにされました。今までの答弁を

聞 い て 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に 精 通 し

ていることが分かったんですけど、こ

の 会 社 は ど う い っ た 目 的 で 設 立 さ れ

たのか。今までどういった業務を手掛

け、どんな実績があるのか分からない

と、自信をもって補正予算案について

の 態 度 が 決 め ら れ な い の で 説 明 を 求

めます。中項目１、エックス都市研究

所について。細項目１、この会社の設

立目的を教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 公開

さ れ た 情 報 に よ り ま す と 株 式 会 社 エ

ックス都市研究所は、「環境・エネル

ギー・資源」「都市空間・地域社会」

「途上国支援」の三つの領域に関わる

様々な課題解決のため、実践的な処方

箋づくりや計画、プロジェクト形成、

事業展開支援および基礎調査研究、分

析 を 行 う こ と を 目 的 と し て 設 立 さ れ

たコンサルタント会社です。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目２です。

環 境 を 考 え 持 続 可 能 な 社 会 を 作 っ て

いくということで、環境問題に特化し

た会社だと理解しました。環境やごみ

削 減 に ど う い っ た 考 え を 持 っ て い る

のか教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） エッ

ク ス 都 市 研 究 所 は 公 開 さ れ た 情 報 に

よりますと、まず環境についての考え

方として、現在の環境問題は人々の生

活、社会の仕組みに起因するものとし、

持 続 可 能 な 社 会 を 具 体 化 す る こ と が

求 め ら れ て い る こ と を 前 提 と し て 、

「暮らし続けられる社会、暮らし続け

たい社会づくり」を目指すことを環境

基本理念、方針として示されてます。 

次に、ごみ削減に特化した考え方に

ついては確認ができませんでしたが、

素 材 に 着 目 し た リ サ イ ク ル の 高 度 化

に よ る 地 域 循 環 圏 の 形 成 に 関 す る 提

案を業務の中で行うなど、国が進める
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循 環 型 社 会 の 形 成 推 進 に 貢 献 さ れ て

おられるものと認識しています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） ありがとうご

ざいます。細項目３です。国や多くの

自治体が脱炭素社会を実現し、そのこ

と で 持 続 可 能 な 社 会 を 作 っ て い こ う

としています。同じスタンスのエック

ス 都 市 研 究 所 へ の 業 務 委 託 が 増 え て

いるのではないかと思いますが、実際

はどうなのか教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） エッ

ク ス 都 市 研 究 所 の 受 託 業 務 に つ き ま

しては、都市計画および地方計画、廃

棄物、建設環境、下水道部門に係る委

託 業 務 な ど を 受 託 さ れ て い る も の と

理解しております。このうち、廃棄物

に関する業務につきましては、一般廃

棄物、産業廃棄物に関する処理計画、

施設整備計画、施設運営・維持管理計

画策定、事業の立ち上げ支援などを行

っておられます。このほか廃棄物処理

施 設 整 備 に 必 要 と な る 生 活 環 境 影 響

調 査 や 環 境 影 響 評 価 業 務 に つ い て も

行われております。当組合におきまし

ても、平成 28 年度に循環型社会形成

推 進 地 域 計 画 (変 更 )策 定 等 業 務 の 委

託実績があるところです。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君）  再質問です。

今 ま で エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 と 広 域 行

政組合が進めている事業とで、関わり

があったということですね。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） はい。

先ほど申し上げたように、平成 28 年

度 に 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 変

更 策 定 等 の 委 託 業 務 の 実 績 が ご ざ い

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） では、細項目

４です。意欲的に脱炭素社会の実現に

向 け て 取 り 組 ん で い る エ ッ ク ス 都 市

研究所について広域行政組合は、どの

よ う に こ の 会 社 を 認 識 し て い る の か

教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） エッ

クス都市研究所におかれましては、先

に申し上げましたが、平成 28 年度に

当 組 合 に お い て 循 環 型 社 会 形 成 推 進

地 域 計 画 策 定 業 務 を 着 実 に 実 施 い た

だきました。そして、廃棄物に関連し

た業務のうち、好気性発酵乾燥方式に

関する業務につきましては、同方式で

国内唯一の稼働施設となります、バイ

オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー み と よ の 運 営

支援業務を受託されていることから、

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に つ い て 精

通 し た コ ン サ ル タ ン ト 会 社 で あ る と

評価しています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目５です。

業務委託をするのは、好気性発酵乾燥

方 式 が 本 圏 域 内 で 実 現 可 能 性 の あ る

ものかどうかの調査、検証等だけです

が、それ以外の本圏域内に合った方式

が な い か な ど の 業 務 委 託 は し な い の

でしょうか。  
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○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ご質

問のとおり、今回の委託仕様の中では、

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 本 圏 域 で

の実現可能性について調査、検証を行

うものとなっています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君）  再質問です。

資料には検証等とありますが、いまの

答弁を聞いたら、この「等」は無いよ

うですけど、どういうことでしょうか。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の 補 正 で 上 程 さ せ て い た だ い た こ と

は、トンネルコンポスト方式の検証だ

けとなっております。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 分かりました。

11 月 12 日の産経新聞にこんな記事が

ありました。「世界初リサイクル紙お

むつ、焼却炉がない町から商品化へ」

という記事ですけれど、鹿児島県の志

布志市と大崎町は焼却炉がなく、今ま

で は 埋 め 立 て 処 理 を し て き た そ う で

す。でもこのままでは埋め立て場所が

なくなるという危機感をもって、2010

年からリサイクルを推進して 27 品目

の分別回収を行い、現在は 25 品目を

リサイクルしているそうです。2018 年

のリサイクル率の全国平均は 20％で

すが、83.1％になるらしいです。しか

し、紙おむつは埋め立てをするしかな

く、これから使用済み紙おむつが増え

てくるので、その分別回収とリサイク

ルの実証実験を行って、介護施設での

試 験 的 な 使 用 を 経 て 商 品 化 の 目 途 が

立ってきたそうです。持続可能な社会

の 構 築 に 向 け て ア ン テ ナ を 高 く し て

いるエックス都市研究所です。好気性

発酵乾燥方式以外の可能性も調査、検

証できる会社だと思うので、いま紹介

したような調査もいい機会であり、依

頼したらどうかと思うのですが、見解

はいかがでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ど も 申 し 上 げ た と お り ト ン ネ ル コ ン

ポ ス ト 方 式 に 精 通 し た コ ン サ ル タ ン

ト 会 社 と い う こ と で お 願 い を す る こ

とを予定しておりますので、そちらの

ことにつきましては、まだ考えていな

いところです。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目６です。

エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 と 株 式 会 社 エ コ

マスターとの関係を教えてください。

株 式 会 社 エ コ マ ス タ ー は こ の 好 気 性

発 酵 乾 燥 方 式 を イ タ リ ア で 学 ん で き

たとありました。脱炭素社会を実現し

環 境 問 題 を 解 決 す る た め の 取 組 を 多

く の 企 業 や 研 究 所 が 取 り 組 ん で い る

と思います。エックス都市研究所と株

式 会 社 エ コ マ ス タ ー が 一 緒 に 取 り 組

んだ事業があるかもしれません。両者

の 関 係 を 分 か る 範 囲 で 教 え て く だ さ

い。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） エッ

クス都市研究所におかれましては、好

気 性 発 酵 乾 燥 業 務 に 関 す る 業 務 と し
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て、バイオマス資源化センターみとよ

の 運 営 支 援 委 託 業 務 を 受 託 さ れ て い

ます。また一方、株式会社エコマスタ

ーにおかれましては、バイオマス資源

化 セ ン タ ー み と よ の 運 営 事 業 者 で あ

ることから、三豊市においては、当該

委託業務の委託者、受託者の関係です。 

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 大項目２です。

好気性発酵乾燥方式について。全員協

議 会 で 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 説 明 が

あ る と 思 っ て い た の で す け ど あ り ま

せんでした。事前に資料を渡している

の だ か ら 理 解 し て い る は ず と 思 わ れ

ていたのでしょうか。予算の削減がで

き、二酸化炭素を出さないという良い

こ と づ く し の 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の

ようですが、だからこそ詳しい説明が

必要だったと思います。なので、以下

質問します。中項目１、好気性発酵に

ついて。細項目１、好気性発酵とはど

ういうことか教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性発酵とは、空気のある状態で活動す

る微生物の働きで、処理対象物の有機

物を分解し、発酵する過程の中で悪臭

を 軽 減 し 取 扱 い を 容 易 に す る も の で

す。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 僕もネットと

か見ていたんですけど、好気性発酵と

対 に な る 嫌 気 性 発 酵 と い う の が あ る

ようですけど、それについても説明し

てもらってよろしいでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 嫌気

性につきましては、酸素を嫌う微生物

ということで聞いておりますが、詳し

くは分かりかねます。申し訳ございま

せん。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） ありがとうご

ざいます。  

 細項目２です。この好気性発酵方式

を利用した処理に適したごみは、どう

いったものがあるか教えてください。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性発酵乾燥方式、いわゆるトンネルコ

ン ポ ス ト 方 式 等 を 利 用 し た 処 理 に 適

したごみについては、金属、ガラス、

陶 磁 器 や 特 に 塩 化 ビ ニ ー ル な ど が 含

まれない、一般的には燃やすごみとな

ります。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 昔からされて

き た ぼ か し を 使 っ た 生 ご み の 堆 肥 化

も 好 気 性 発 酵 を 利 用 し た 処 理 だ と 思

います。考えてみたら、どれも自然に

あるもので、人工的なものはないと思

います。嫌気性発酵というのは、酸素

に 触 れ さ せ ず に 発 酵 さ せ る こ と な ん

ですけれど、建屋で人工的な人の手を

加えて発酵させるということで、この

好気性というのは、自然の力を利用し

た処理方法かと思います。  

 細項目３です。好気性発酵乾燥方式

を利用した処理を取り入れることは、

二 酸 化 炭 素 の 削 減 に 貢 献 す る の か 教
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えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 を 利 用 し た ご み 処 理

につきましては、発酵熱の利用により

乾 燥 過 程 で 化 石 燃 料 を 使 用 い た し ま

せん。また、製造された固形燃料は化

石燃料の代替として利用されるため、

二 酸 化 炭 素 の 削 減 に 貢 献 す る も の と

考えています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 生ごみを堆肥

化 す る た め に 好 気 性 発 酵 が 有 効 だ と

いうことです。１市４町では、豊郷町

が生ごみの堆肥化を行っています。ぼ

か し 肥 料 を 使 っ て 生 ご み を 堆 肥 化 す

ることで、燃やさないので必然的に二

酸化炭素の削減ができます。二酸化炭

素の削減には、生ごみの堆肥化を大き

く 前 進 さ せ る こ と が 大 切 だ と 思 い ま

す。好気性発酵乾燥方式を取り入れる

としても、各市町で豊郷町のような取

組 を 大 き く し て い く べ き だ と 考 え る

のですが見解を教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 豊郷

町さんが取り組まれている、ごみ減量

化、生ごみの堆肥化につきましては、

各 市 町 の 方 で ご み 減 量 を 進 め て い た

だきまして、その上で当圏域から発生

す る ご み に つ き ま し て 適 正 処 理 し て

いくように考えています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 中項目２です。

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 が 採 用 さ れ た 場

合の建設費についてです。細項目１、

先 ほ ど も 伊 藤 議 員 の 質 問 に も あ り ま

したけれど、これが採用されれば土地

整 備 に 費 用 が 掛 か る い ま の 建 設 候 補

地 以 外 が 候 補 地 に あ が っ て く る の で

しょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 伊藤

議 員 の ご 質 問 で も お 答 え し ま し た よ

うに、今回の委託業務は、トンネルコ

ン ポ ス ト 方 式 に 係 る 当 圏 域 と し て 必

要 な 施 設 規 模 の 設 定 や 建 設 費 用 が ど

の 程 度 に な る か を コ ン サ ル タ ン ト 会

社 に 整 理 し て い た だ く も の で ご ざ い

ます。その後、ごみ処理方式について

判断を行い、一定の方向性を示すため

のものであることから、建設候補地の

検討は入っておりません。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 説明書を見る

とバイオトンネルは幅が６メートル、

奥行 35 メートル、高さ５メートルで

す。三豊市では、これが６本というこ

とです。処理量を考えると候補地の西

清 崎 に は 何 本 く ら い 設 置 す る こ と に

なるのか教えてください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

件 に つ き ま し て も 当 圏 域 と し て の ご

み 量 等 を コ ン サ ル タ ン ト 会 社 の 方 で

検証していただきまして、それに必要

な面積ですね、それぞれトンネルがど

れ く ら い 必 要 な の か 含 め て 今 回 の 委

託 の 中 で 検 証 し て い た だ く よ う に な

ります。  
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○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 再々質問です

候 補 地 の 広 さ や 候 補 地 ま で の 運 搬 費

などを考えると、これも伊藤議員が言

ったんですけど、それぞれの市町でト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 を 導 入 す る と

い う 選 択 肢 も で き る と 思 う ん で す け

れど、このことについて調査、検証を

されるのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） まず、

こ の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に つ い

て、そもそも国内の実績が１例しかご

ざいませんので、情報収集をして、ま

ず、どういった方式なのか理解を深め

てから、そういったものの検討になる

と思います。現時点では、まず情報収

集と当圏域のデータを当てはめて、検

証が必要だと考えています。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 分かりました。 

 中項目３です。好気性発酵乾燥方式

が 採 用 さ れ た 場 合 の ご み の 分 別 に つ

いて伺います。細項目１、生ごみと紙

そ し て プ ラ ス チ ッ ク を 資 源 化 す る と

なると、今まで積み上げてきた分別が

後退するのではと心配になります。生

ごみ、紙、プラスチックの分別は従来

どおり行うのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） １市

４ 町 が 昨 年 度 に 策 定 さ れ ま し た 彦 根

愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画によりますと、新ごみ処理施設にお

いては、脱炭素やプラスチック資源循

環促進の流れに即して、生ごみや紙の

分 別 と と も に 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク

に 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク を 加 え た プ ラ ス

チック類を分別、資源化していく方針

とされています。この基本計画の分別

方針に沿って、好気性発酵乾燥方式の

検 討 を 行 っ て い き た い と 考 え て い ま

す。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目２です。

生 ご み と 紙 そ し て プ ラ ス チ ッ ク を 一

緒にすると、一般廃棄物処理基本計画

の減量目標 15％が達成できないかも

しれないと危惧をします。減量目標が

後 退 し て し ま う こ と は な い の で し ょ

うか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 彦根

愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画において、１市４町が設定された、

令和 13 年度に令和元年度ごみ量実績

値から 15％減量するという目標値に

つきましては、当組合が彦根愛知犬上

地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計 画 に

おいて検討し、設定した施設規模を基

に、その規模から垂離せず、かつ、実

現 可 能 な 減 量 目 標 と し て 設 定 さ れ た

ものでございます。処理方式が好気性

発 酵 乾 燥 方 式 と な っ た 場 合 に お い て

も、ごみ減量については、１市４町が

優 先 し て 取 り 組 ん で い か れ る も の と

認識しております。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目３です。

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 説 明 写 真 を 見
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ると、分別がされていないごみ袋を破

砕、混合しているように見えます。ご

み の 抜 本 的 な 減 量 計 画 の 策 定 を 求 め

る請願が３町で可決され、圏域内でご

みの分別が徹底され、ごみの削減が進

むと思われます。ごみの削減が進んだ

ときでも、生ごみ、紙、プラスチック

を一緒に破砕、混合する好気性発酵乾

燥 方 式 は 有 効 な の で し ょ う か 教 え て

ください。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

どもご答弁申し上げましたように、好

気性発酵乾燥方式となりましても、１

市 ４ 町 の ご み 減 量 方 針 に 沿 っ た 新 ご

み 処 理 施 設 を 整 備 し て ま い り た い と

考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 分かりました。

生ごみは必ず出てくると思います。紙

も減るとはいえ出てきます。プラスチ

ックは、分別の徹底や拡大生産者責任

が広がっていけば、生産者が回収、再

生 す る こ と に な っ て 大 幅 に 減 る と 考

えられます。そうなるように努力する

必要があるし、そうなったときのこと

も考えておく必要があると思います。 

 大項目３にいきます。11 月補正予算

の概要には、斎場と投棄場の管理費に

つ い て 昨 今 の 円 安 お よ び 原 油 価 格 の

高 騰 等 に よ り 燃 料 費 お よ び 光 熱 水 費

が 予 算 額 を 上 回 る 見 込 み で あ る た め

補正するものとあります。現在の円安

や 原 油 価 格 の 高 騰 が 続 く 可 能 性 も あ

り、終息したとしても、いつまた円安

や 原 油 価 格 の 高 騰 が 起 こ る か も し れ

ず 管 理 費 が 増 え る こ と が 考 え ら れ ま

す。１市４町の財政を考えると、早急

に 何 ら か の 手 立 て を 考 え る 必 要 が あ

るとの思いで以下質問します。  

中項目１、円安および原油価格の高

騰 に よ る 燃 料 費 お よ び 光 熱 水 費 の 増

額について。細項目１、円安および原

油 価 格 の 高 騰 は い つ ま で 続 く と 考 え

ているのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 円安およ

び原油価格の高騰につきましては、依

然 と し て 緊 迫 す る 世 界 情 勢 の 影 響 な

どから、しばらく続くものと考えてお

ります。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 細項目２です。

管 理 費 を 抑 え る た め の 方 策 を 考 え て

いるのでしょうか。１市４町の財政も

ありますので、管理費を抑えるための

方 策 を 考 え て い か な け れ ば な ら な い

と思いますが、どうでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 日頃から

彦根愛知犬上広域行政組合では、節電

対策に取り組んできました。紫雲苑で

は、火葬するときの燃料の使用をでき

る だ け 削 減 す る よ う に 取 り 組 ん で い

ます。また、中山投棄場では、埋立終

了 か ら ６ 年 が 経 過 し て い る た め 埋 立

処 分 地 か ら の 浸 出 水 に ダ イ オ キ シ ン

類 や 重 金 属 類 な ど が ほ と ん ど 含 ま れ

なくなってきていることから、浸出水

処 理 施 設 に お け る 工 程 の 縮 減 を 行 っ
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ています。さらに、各施設の照明器具

をＬＥＤに変更したり、エアコンの設

定温度を見直すなど、より一層の節電

対 策 に 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え

ておりますので、ご理解いただきます

ようお願いします。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） 斎場の光熱費

は 太 陽 光 発 電 で も 補 う こ と が 可 能 だ

と思います。そういうことも検討に値

すると思うのですけど、もう一度見解

をお願いします。  

○議長（杉原祥浩君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 太陽光発

電 の 設 置 に つ い て も 一 つ の 方 策 か と

思います。これから広域行政組合でも

考えていきたいと思いますが、いまの

ところは、一つの方策として伺わせて

いただきたいと思います。  

○議長（杉原祥浩君）  角井議員。  

○５番（角井英明君） ありがとうご

ざいました。よろしくお願いします。 

○議長（杉原祥浩君） 続いて、６番  

西澤伸明議員。  

○６番（西澤伸明君） ６番西澤です。

議案第 10 号について質問させていた

だきます。10 月 31 日の全員協議会で、

好気性発酵乾燥方式 (トンネルコンポ

スト方式 )の調査、検証を始めるとし

た説明がなされました。今まで進めて

き た 大 型 焼 却 炉 で 連 続 運 転 す る 方 式

か ら 路 線 変 更 の 検 証 を 始 め よ う と す

る当局の姿勢を歓迎するものです。し

かし、路線変更には、いくつもの難し

い課題が残されていると思います。今

日は議題となっている議案第 10 号の

範 囲 で 不 明 な 事 項 に つ い て 解 明 を 求

めたいと思います。  

 中項目１、好気性発酵乾燥方式検証

等業務についてです。細項目１、好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 を 検 証 す る と な っ た

中 心 的 な 理 由 を 二 つ 述 べ ら れ た と 思

いますが間違いございませんか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ご質

問のとおり、検証するとなった理由に

つきましては、地域全体として二酸化

炭 素 排 出 量 の 削 減 に よ る 環 境 負 荷 の

低減効果が期待でき、また、１市４町

の厳しい財政状況の中、できる限り財

政 負 担 を 軽 く す る た め が 主 な 理 由 で

ございます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 二つの理由か

ら、この決断をされました。しかし、

二 つ の 方 式 を 平 行 し て 進 め る と い う

点で、若干の疑問を感じております。

そこで、全員協議会において予想され

る費用が基本計画の約 200 億円から

250 億円に、それから、管理棟などを

入れると 290 億円と説明されました。

この積算の中には、造成費、用地取得

費があります。そして、軟弱地盤です

ので、そこの改良費それから杭打ち費

用なども 290 億円に入っているのか

どうか、その点の説明をお願いいたし

ます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 令和

元年 10 月に策定しました新ごみ処理
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施 設 整 備 基 本 計 画 に お い て の 事 業 費

約 200 億円につきましては、平成 29

年 度 に 愛 荘 町 竹 原 区 が 候 補 地 で あ っ

た 際 に 各 プ ラ ン ト メ ー カ ー か ら 概 算

見積りを徴取した額でございます。そ

の後、東京オリンピックの開催や働き

方 改 革 お よ び 現 場 で の 人 手 不 足 に 伴

う建設費の高騰、さらに、コロナ禍に

よ る 資 材 費 等 の 高 騰 が 報 じ ら れ た こ

とにより、整備費用の増額を懸念した

こ と か ら 昨 年 ８ 月 に 再 度 見 積 り を 依

頼しました。その概算見積りの結果、

熱回収施設、リサイクル施設および計

量棟など約 250 億円と推定したもの

です。さらに、管理棟や外構工事、造

成工事の分を加算すると約 290 億円

と推定されることとなったものです。 

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） そうしますと、

概算の 290 億円の内訳というのは、説

明できますでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 金額

と い う こ と で は お 答 え で き な い で す

が、先ほどおっしゃられた増えた 40

億円につきましては、管理棟であると

か 軟 弱 地 盤 の 改 良 対 策 工 事 費 の 部 分

が含まれて、今回の 290 億円という金

額になっております。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 実施設計の委

託をされていますので、正確にその額

が 出 て き ま す と 跳 ね 上 が る 場 合 も あ

るということですけど、この 290 億円

の中には、彦根市が 27 億円と発表さ

れ て い る ア ク セ ス 道 路 も 含 ま れ て い

るのかいないのか、どうでしょう。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） アク

セス道路につきましては、今回の積算

には含まれておりません。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 分かりました。

それでは、次に行きます。今回予定し

て い る エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 と の 契 約

が成立すれば、パシフィックコンサル

タ ン ツ と の 契 約 を 解 除 す る こ と に な

るのかどうか。並行して進むのであれ

ば、契約が切れる時期など、どのよう

に 考 え て い る の か 説 明 を お 願 い し ま

す。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） エッ

クス都市研究所に委託します業務は、

当 圏 域 内 に お け る ト ン ネ ル コ ン ポ ス

ト 方 式 の 実 現 可 能 性 を 検 証 す る も の

でございます。熱焼却方式につきまし

ても、新ごみ処理施設の令和 11 年度

稼 働 に 向 け て 遅 延 が 生 じ な い よ う に

並行して進めたいと考えており、処理

方式の方針が決まるまでは、パシフィ

ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ と の 契 約 は 解 除

いたしません。今年度末を目途に調査

により材料を集め、来年度のできるだ

け 早 い 段 階 で こ の 二 つ の ご み 処 理 方

式についての判断を行い、一定の方向

性をお示ししたいと考えております。 

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） そうしますと、

次の４番と関連しますけれど、パシフ
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ィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ に 対 す る 業 務

委託の契約がこの年度末で切れて、新

た な 契 約 や 事 業 の 委 託 は 発 生 し な い

と理解していいのでしょうか。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 契約

が年度末に切れるのではなくて、判断

材 料 を 年 度 末 ま で 集 め た 上 で 来 年 度

の早い段階で判断し、一定の方向性を

示すというかたちですので、契約が切

れるということではございません。  

○議長 (杉原祥浩君 ) 西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 分かりました。

そうしますと、年度末で契約が切れる

わけではなくて、検証が整い当局が議

会 と 協 議 し な が ら 判 断 を し て い く 中

で、パシフィックコンサルタンツとの

契約が終了すると。年度内に新たにパ

シ フ ィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ へ の 委 託

は 発 生 し な い と 理 解 し て い い の で す

か。改めて聞きます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今の

現 契 約 で 継 続 し て 進 め て お り ま す の

で、新たにパシフィックコンサルタン

ツ と 委 託 契 約 を 結 ぶ と い う こ と は ご

ざいません。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） それでは細項

目４番、伊藤議員が質問されましたよ

うに、準備書を提出し県の審査まで進

んでいます。当初の計画に基づく造成

等実施設計業務などの支出は、一旦停

止をする必要があると思います。契約

を履行している最中ですので、なかな

か難しいですけど、いまの答弁でいき

ますとこの検証中に新たな事業、新た

な 委 託 は 発 生 し な い と い う こ と で 理

解をするのですけど、従来の事業と平

行 に な る と 無 駄 に な っ て し ま う と い

う点で、私は少なくとも今までの熱焼

却 方 式 の 流 れ で 進 め て き た の は 一 旦

止まると。中止するのは難しいと思い

ます。しかし、解除もあり得るという

立場を残して、やはり特化して検証し

ていくということからみたら、一旦立

ち 止 ま る と い う 表 現 も 大 事 な こ と と

思いますので見解をお願いします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今日

まで、新ごみ処理施設整備基本計画の

方針に基づき、事業を進めてまいりま

した。現有施設の老朽化が急速に進む

中、一且、立ち止まることで新ごみ処

理 施 設 の 供 用 開 始 が 遅 れ る こ と に な

り、住民の負担が増えるリスクを考え

ますと、処理方式の検討を並行して進

めていくことが必要であり、費用の無

駄 に は つ な が ら な い も の と 考 え て い

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） ５番に進みま

す。今回示された方式を推進する転機

の一つとして、これまで努力をされて

き た 杉 山 室 長 と 近 藤 局 長 の 異 動 の 発

表 が こ の 時 期 に あ っ た こ と が 異 例 に

思いました。杉山室長の退任の挨拶を

ここで受けました。今まで４年と半年

進 め て き た こ と を 転 換 し て 職 務 を 行

うことは、なかなかなしんどい話です
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から、やはり別の業務に異動したと理

解するのですけど、真相はどうなので

しょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 議員ご質

問の人事異動につきましては、先の彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 全 員 協

議会において、管理者の方からお答え

させていただきましたとおり、適材適

所ということで、より最適な人材を配

置することを考えておりますので、ご

理 解 い た だ き ま す よ う お 願 い い た し

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 分かりました。

本人としましたら４年７か月。何回も

住民の方々、また、議員と話をされて

こられました。誠実に対応し、当局の

方 針 を 実 行 す る と い う こ と で 気 張 っ

てこられた職員だと思います。立場が

違いますが、そういう点で新しい方式

を 検 証 し て い く こ と の 切 り 替 え を 一

人 の 職 員 の 肩 に 担 わ せ る の は 辛 い こ

と だ と 当 局 の 方 が 考 え た 結 果 か な と

思います。  

 それでは６番目です。三豊市が実施

している方式にたどり着く以前に、い

く つ か の 処 理 方 式 を 比 較 検 討 し た と

思われるが、議員と共有したいのであ

れば、その全ての検討過程を明らかに

して、それぞれの長所や短所、特徴や

問 題 点 を 報 告 し て 議 会 で 専 門 家 や 学

者 な ど を 交 え て 議 論 と 検 証 を 重 ね る

ことが重要と考えますが、この見解を

求めます。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 処理

方 式 を 含 め 新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に

つきましては、今まで本組合の議会に

おきましてご説明してまいりました。

今 後 も こ の 議 会 の 場 で 議 員 の 皆 様 と

情 報 を 共 有 で き る よ う ご 説 明 に 努 め

ていきたいと考えております。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） この６番に関

連して、このあとに私は動議を予定し

ておりますけれど、この新ごみ処理施

設、そして、新しい方式の検証を始め

るということからみれば、いろんな角

度で検証が必要かと思っています。そ

の点で学者や経験者の方、もちろん三

豊市の設計をされた方、または運営を

さ れ て い る 方 の 会 議 へ の 出 席 を 求 め

るということも議長として、できると

思いますので、後ほど提案をしていき

た い と 思 い ま す の で よ ろ し く お 願 い

します。  

 ７番目にいきます。好気性発酵乾燥

方 式 の 処 理 後 に 形 成 さ れ る 工 業 用 Ｒ

ＰＦ、ＲＤＦと名前をわざわざ分けて

いる意味を十分理解できていません。

しかし、これらは万全ではないと考え

られます。それは、一つ目に最終的に

は焼却をすることです。二つ目に域外

つまり固形化して県外に搬出をして、

そ こ で 焼 却 を し て も ら う と い う こ と

で、ＣＯ２がここでは出ないけど、ど

こかで出ます。ＣＯ２は世界に広がり

ます。三つ目に固形燃料となる内容物

に 紙 や 廃 プ ラ な ど が 混 入 さ れ て い ま
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す。熱効率を上げるために、固形燃料

に 廃 プ ラ が 必 要 と な る お そ れ が 出 て

まいります。ですから、四つ目に廃プ

ラ ス チ ッ ク の 分 別 回 収 が 崩 れ て く る

可能性があります。つまり、まとめて

出すと便利ですが、分別すると面倒と

いうことになりますから、こういう点

で 検 証 し て い く こ と が 大 事 か と 思 い

ます。そして五つ目にＲＰＦの買取先、

つ ま り 引 受 先 が 近 辺 に あ る の か ど う

かという点も懸念材料です。ＲＰＦに

対応する特別な炉が必要です。そうい

う点で、これに対応できる企業は限ら

れてまいります。ですからＲＰＦやＲ

ＤＦの場合も撤退する企業が以前、相

次いでありました。リバースセンター

も そ の 憂 き 目 に あ っ て き た と こ ろ で

す。そういう点でこのような懸念への

対応が必要になると思いますが、その

対 応 策 を い ま の 時 点 で 考 え て お ら れ

るのか。当局として認識があるのかど

うかお尋ねします。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

ご 指 摘 の ５ 点 の 懸 念 事 項 に つ き ま し

ても、今回のトンネルコンポスト方式

の 可 能 性 調 査 に お い て 検 証 し て い た

だく事項だと考えております。コンサ

ルタント会社に十分調査いただき、そ

の 対 策 を 検 討 し て ま い り た い と 思 い

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 先ほど瀧議員

の質問に対して、コンサルタント会社

へ の 委 託 内 容 に 引 受 先 に つ い て も 検

証するとの答弁ですけど、当局側とし

て現在、引受先をどのように選定する

のか、ないしは、引受企業が近辺にあ

る の か ど う か と い う 認 識 は ど う な ん

でしょうか。  

○議長（杉原祥浩君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 相手方があ

る こ と な の で 具 体 的 な 企 業 名 と か は

言えないのですが、全くゼロではなく、

本当に今回の方式は、いろんな反省の

上に成り立っております。当然リバー

スセンターも含めてです。何回もちゃ

ぶ台返しで延びてきました。だから、

いま 290 億円と言っているけれど当

時造っていたら 200 億円でできたか

もしれないです。いろんな制約がある

中でも、どうしても進めなければいけ

ないことで、受入先等々の情報は十分

に 収 集 し て 何 重 に も 可 能 性 を 考 え て

います。例えば稼働したときに受け入

れ て も ら っ て い て も 持 続 可 能 か ど う

か と い う こ と を 考 え な け れ ば い け な

い。さらに、ほかの方式も考えなけれ

ば い け な い と い う 部 分 は 十 分 に 検 証

しながら進めているところです。  

少し話がそれるかもしれませんが、

そ も そ も ヨ ー ロ ッ パ で は 当 た り 前 の

方式です。例えばデンマークでは、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に よ り 地 域 の

発電が当たり前に行われています。だ

から、何も新しい特殊な技術があると

い う こ と で は な く 当 た り 前 の 技 術 が

あるので、そういった部分の情報収集

というのは非常に必要ですので、コン

サ ル タ ン ト 会 社 と 話 し 合 い な が ら 進
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めていきたいと思います。  

世界中の焼却炉の 70％は日本にあ

ります。80 億に達しようとしている人

口のうちで日本というのは、70 分の１

くらいの人口しかいなくて、陸地の面

積で言ったら 360 分の１くらいしか

ないところに 70％の焼却炉がありま

す。では、よその地域はどうしてきた

のか。何千年にもわたる知恵等々ヨー

ロ ッ パ の 常 識 と い う の も ご ざ い ま す

ので、そういった部分も含めて検証し

ていきたいと思いますし、当然焼却だ

けに限らないですけれど、今回のコン

サルタント会社の検証の中で、これか

ら大変過渡期で、ちょっと先進的にな

るというんですか、逆にいま焼却炉を

造 っ た ら 目 も 当 て ら れ な い く ら い の

状況にきているのも事実ですので、多

少 の 困 難 は 乗 り 越 え て い き た い と 思

います。私は一番大事なのは、営業だ

と思っています。これだけ費用が安く

なるのであれば、これだけでこの方式

の ボ イ ラ ー を 導 入 で き る か ら 脱 炭 素

で 化 石 燃 料 を 燃 や す よ り も 安 い か ど

う か と い う よ う な 営 業 と い う の も 必

要になってくる。こういった方法で現

有施設だけではなくて、企業側はこれ

か ら 炭 素 税 等 と い う の が 課 せ ら れ ま

す。水分を限りなく落とした固形燃料

を 燃 や す 先 を 企 業 等 と 検 討 し て い け

る機会は、これからますます引く手あ

またになると思っています。いずれに

せよ、一定の目途を立てながら進めて

おりますので、コンサルタント会社に

年 度 内 に 提 示 し て い た だ け る よ う に

し て い き た い と 思 い ま す し 、 そ れ で

我 々 が 勝 手 に 動 く と い う こ と で は な

くて、先ほどから申し上げております

よ う に 皆 さ ん に 示 し て ご 納 得 い た だ

いた上で、この方式が採用できるかど

う か を 決 定 し て い き た い と 考 え て い

ます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 私の質問に対

する答弁の他に、この方式を考える基

に な っ た と こ ろ を 表 明 し て い た だ き

ましたが、和田管理者におかれまして

は就任されて１年半が経ちます。当初

の 公 約 に よ る と ゼ ロ ベ ー ス か ら 始 め

ると。つまり、彦根市の財政状況が大

変 悪 化 を し て い る 危 機 的 状 況 の 中 で

こういう公約をされて、この間ずっと

検討されてきた結果だと思います。10

月 31 日にトンネルコンポスト方式の

検証の方向を初めて打ち出された、水

面 下 で ず っ と 関 係 者 な ら び に 議 会 と

も や り 取 り を さ れ て き た の か な と 思

いますけれども、やはり引受先がどう

なるのかという点、それから耐える炉

についてもどうか、それから炉だけで

なく、いま言われた発電ですね。発電

は大変効率が悪いですけれど、そうい

う 点 で 考 え ら れ た と こ ろ か と 思 い ま

すので、その点も含めて議会と十分に

議 論 で き る 場 を も っ て い た だ き た い

と思います。  

 ８番目ですが、好気性発酵乾燥方式

を選択する場合になっても、引き続き

ごみの減量、廃プラスチック等の分別

回 収 は 徹 底 す る 必 要 が あ る と 思 い ま
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す。もちろん、プラスチック資源循環

促進法という法律もあります。そうい

う点でも、回収を徹底していくことが

大事かと思いますが見解を伺います。 

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 処理

方式によらず、ごみの正しい分別やリ

デュース、リュース、リサイクルの３

Ｒ の 推 進 に よ る ご み の 減 量 に 引 き 続

き 取 り 組 ん で い た だ く 必 要 が あ る と

考えます。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 私はこのごみ

問題は、石寺のときから関わらしてい

ただきました。最近では、徳島県の上

勝 町 の 元 町 長 さ ん を 招 い た 講 演 会 を

聞かせていただきまして、82％のごみ

の減量に成功されています。それであ

っても、やはり最後の２割ないしは３

割 近 い ど う に も な ら な い ご み は 焼 却

として出てきます。そういう点でも、

ごみの性質、それから、社会経済状況

等で大きく変動します。現在、求めら

れ て い る 気 候 変 動 を 私 た ち が 防 止 す

る と い う 大 き な 流 れ に 舵 を 切 っ て い

くことが、大事かと思います。  

それで９番目、ごみ焼却の広域化事

業が始まり大量焼却、24 時間運転がず

っと進められてきましたが、住民とと

も に ご み 問 題 を 考 え る と い う 姿 勢 を

欠 い て き た と い う の が 私 の 思 い で あ

ります。その点で費用と時間の浪費と

なってしまった。つまり、ごみを出す

のは住民や企業です。その一般廃棄物

処 理 に 対 す る 行 政 の 姿 勢 の 総 括 と 検

証 が 必 要 か と 思 い ま す の で 見 解 を 伺

います。  

○議長（杉原祥浩君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ごみ

処理につきましては、本圏域では経済

面 や 効 率 面 の 最 適 化 を 図 る こ と を 目

的とし、広域的なごみ処理体制を構築

するため、平成 11 年の滋賀県一般廃

棄 物 処 理 広 域 化 計 画 を 契 機 に 検 討 を

進め、平成 29 年度には湖東地域広域

ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 構 想 を 策 定 い

たしました。令和元年 10 月には彦根

愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基

本計画を策定し、組合議会でのご承認

を受け、新ごみ処理施設整備検討の取

組を進めてきております。  

今臨時議会においては、１市４町で

のごみの適切な処理に向けて、熱焼却

方 式 と ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 実

現可能性を調査、検証するための補正

予算を提案し、これから検討を進めよ

うとするところですので、総括と検証

までは至っておりません。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 総括と検証ま

で至っていないと答弁されましたが、

政治的に指導される立場の方は、過去

の状況も十分に検証をして、ごみ問題

を 住 民 と 一 緒 に 考 え る と い う ス タ ン

ス で な け れ ば 解 決 で き な い と 思 い ま

す。ある経験者の方ですけれど、学校

単 位 で ご み ス テ ー シ ョ ン を 設 置 す る

と住民の意識が高くなり、こうしたこ

とが大事だと指摘をされました。私た

ち住民は、ごみステーションにごみ袋
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を出しに行ったら、それでおしまいで

す。その後どうなるか、よく考えてい

る方はおられると思いますが、そうで

はないほとんどの方は、面倒くさい話

ですから、そういう点で最後には私た

ち に 悪 い 環 境 が 回 っ て く る と い う こ

と を 分 か り や す く 行 政 が 指 導 を し て

一 緒 に 考 え る こ と が 大 事 だ と 思 い ま

すので、是非、過去の検証もやってい

く 必 要 が あ る こ と を 提 言 さ せ て も ら

い、これで終わらせていただきます。 

○議長（杉原祥浩君） 以上で事前通

告があった質疑が終了しました。  

よって、議案第 10 号に対する質疑

を終結いたします。  

 これより討論を行います。討論はあ

りませんか。  

（「あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午前 11 時 32 分休憩〕  

 

〔午前 11 時 34 分再開〕  

 

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

 ２ 人 の 方 か ら 討 論 の 申 告 が ご ざ い

ましたので、順次発言を許します。  

その順位は、６番西澤伸明君、２番

堀口達也君とします。  

 ６番西澤伸明議員。  

○６番（西澤伸明君） ６番西澤です。

議案第 10 号の提案説明がありました。

新 た な ご み 処 理 方 式 で あ る ト ン ネ ル

コ ン ポ ス ト 方 式 の 検 証 を 開 始 す る こ

とを明らかにされました。ごみ処理広

域化の方針が出されて以来、一貫して

大 型 施 設 で の 熱 焼 却 方 式 を 採 用 す る

方 向 で 進 め て き た 当 局 の 姿 勢 の 転 換

を試みようとする、新たな処理方式の

検証が遅きに失したとはいえ、語られ

たことに歓迎するものです。とりわけ、

二 つ の 要 因 を あ げ て 検 証 を 開 始 す る

説明をされました。すなわち、カーボ

ンニュートラル、ＣＯ２を大幅に削減

すること。新ごみ処理施設整備計画の

総 事 業 費 の 膨 張 に よ る 財 政 危 機 を 回

避 し な け れ ば と す る 危 機 感 を 表 明 さ

れ、その実行の方向性を提起された決

断と現局面を評価します。同時にごみ

処理の課題は、個々の地域問題である

とともに、経済社会システムのあり方

とも深く結びついており、気候危機打

開 の 重 要 な 一 翼 を 担 っ て い る と 言 っ

ても過言ではないと思います。  

 また、今回提起されたトンネルコン

ポ ス ト 方 式 の 過 程 で 形 成 さ れ る 固 形

燃料ＲＰＦについては、科学的、技術

的 に 完 成 さ れ た も の で は な い と 思 い

ます。また、トンネルコンポスト方式

を採用する場合、供給先の安定的な確

保は、明確にしておかないといけない

課題だと考えます。トンネルコンポス

ト 方 式 の 懸 念 さ れ る 問 題 や 課 題 等 は

議会と行政、専門家等を交えて十分に

検討することが重要だと考えます。  

 私 が 現 時 点 で 明 確 に 申 し 上 げ る こ

とは、リバースセンターのＲＤＦのよ

うな、容器包装プラスチックや紙類の
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全 て を 混 在 し て 各 家 庭 か ら 排 出 す る

方 式 に 逆 戻 り し て は な ら な い と い う

ことです。  

 行政と住民が力を合わせて、既にい

く つ か の 自 治 体 で 取 り 組 ま れ て い る

ごみゼロ宣言の真髄を受け止めて、ご

みの合理的な分別を実践し、ごみ半減

を目指すことが重要だと考えます。何

よりも、気候危機打開のために、ＣＯ

２ 排 出 削 減 目 標 の 達 成 と 財 政 危 機 回

避のための具体的な方針、方策を定め

ら れ る こ と を 改 め て 強 調 し て 賛 成 討

論といたします。  

○議長（杉原祥浩君） 続いて、２番

堀口議員。  

○２番（堀口達也君） トンネルコン

ポスト方式の実現可能性の調査、検証

に 関 す る 委 託 費 お よ び 組 合 議 員 の 視

察費を含む議案第 10 号  令和４年度

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

補正予算について、大きく３点の理由

から賛成討論といたします。  

 １点目は熱焼却方式だけでなく、セ

カ ン ド オ ピ ニ オ ン と し て ト ン ネ ル コ

ン ポ ス ト 方 式 な ど 別 の 方 式 を 幅 広 く

調査、検証する必要があるためです。

まずは、実際に広域行政組合議員で三

豊 市 の 現 場 視 察 を 行 う こ と や １ 市 ４

町 で 実 現 可 能 か ど う か 検 証 す る た め

のコンサルタント会社への委託費は、

判 断 す る 材 料 と し て 最 低 限 必 要 と 考

えます。  

 ２ 点 目 は 従 来 の 熱 焼 却 方 式 と 違 い

トンネルコンポスト方式は、安価で環

境にやさしい方式だからです。世間で

は Ｓ Ｄ Ｇ ｓ と い っ た 持 続 可 能 な 開 発

目標として、ＣＯ２の削減や環境に配

慮した取り組みを進めています。トン

ネルコンポスト方式は、ＣＯ２の排出

を抑制するだけでなく、排ガスやダイ

オ キ シ ン 類 が 発 生 し な い 環 境 に や さ

しい方式です。また、生ごみが分解さ

れ た 後 に 残 る 紙 や プ ラ ス チ ッ ク 類 は

石 炭 な ど の 代 わ り と な る 固 形 燃 料 と

なり、リサイクルの観点からも大きな

メリットがあります。先ほどの質問の

中でも、固形燃料の安定した引取先の

確保が一つの懸念ではありますが、和

田 管 理 者 が 力 強 く 答 弁 を さ れ た よ う

に、今後しっかりと調査の対応をお願

いします。  

 ３ 点 目 は ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式

が、１市４町の財政負担の軽減につな

がる可能性があるためです。オリンピ

ッ ク 需 要 や コ ロ ナ 禍 に よ る 材 料 費 の

高騰により、各プラントメーカーの建

設 費 用 の 概 算 見 積 が 現 時 点 で 約 250

億円。さらに、造成工事や管理棟の整

備費を含めると約 290 億円と推定さ

れています。また、彦根市の実質公債

費比率も令和３年の６％から 18％を

超 え る こ と が 見 込 ま れ て お り 財 政 的

に相当厳しい状況でもあります。その

点トンネルコンポスト方式は、複雑な

設 備 を 要 し な い た め 熱 焼 却 方 式 と 比

べ る と イ ニ シ ャ ル コ ス ト が 安 価 で あ

ります。また、運転に必要な人員も少

な く ラ ン ニ ン グ コ ス ト を 抑 え ら れ る

ことを考慮すると、１市４町の財政負

担の軽減につながる可能性があり、将
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来にわたっての費用負担が減ります。 

 以上、３点の理由から議案第 10 号  

令 和 ４ 年 度 彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て 多 く の

議 員 の 賛 同 を お 願 い し 賛 成 討 論 と い

たします。  

○議長（杉原祥浩君） ほかに討論は

ございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 討論なしと認

めます。  

これより採決を行います。議案第 10

号  令和４年度 (2022 年度 )彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補 正 予 算

(第 ２ 号 )を 原 案 の と お り 決 す る こ と

に、賛成の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（杉原祥浩君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案第 10 号  令和４年度 (2022 年度 )彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補

正予算 (第２号 )は、原案のとおり可決

されました。  

（「議長、動議」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） では、西澤議

員、こちらへお進みください。  

 た だ い ま 西 澤 議 員 か ら 動 議 の 発 言

がありました。これを許可します。  

 ６番西澤伸明君。  

○６番（西澤伸明君） 新ごみ処理施

設整備事業に係る調査、検討会議設置

議 案 の 提 出 理 由 を 述 べ さ せ て い た だ

きます。宛先は彦根愛知犬上広域行政

組合議会議長、杉原祥浩様となってい

ます。今議会にて当局より新しく好気

性発酵乾燥方式 (トンネルコンポスト

方式 )の検証を発表され、私たち議員

は 重 要 な 転 換 点 に 立 た さ れ て い る と

思います。従来路線の令和元年度に決

定 さ れ た 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処

理 施 設 整 備 基 本 計 画 に 沿 っ て 進 む の

か、新しくトンネルコンポスト方式に

転換するのか、賛否が分かれるかと思

います。しかし、トンネルコンポスト

方式に進む場合であっても、基本計画

で策定された様々な課題、施設様式、

規模、建設候補地、環境影響評価など、

一 か ら 計 画 の 練 り 直 し が 必 要 に な る

と考えられます。また、トンネルコン

ポ ス ト 方 式 が そ も そ も ど の よ う な 仕

組みなのか調査が必要となります。こ

の処理方式を採用している事例は、現

在 の と こ ろ 三 豊 市 の 一 か 所 と の こ と

であり、未知の部分がほとんどだと思

います。これら様々な今後の課題を行

政 と 議 会 が 共 有 し 協 議 を 重 ね 検 証 を

深 め る 上 で 定 例 会 や 臨 時 会 の 本 会 議

だけでは不十分であり、しっかりと協

議 を 重 ね る こ と が で き る 新 た な 機 関

が必要だと考えます。  

 よって、新ごみ処理施設整備事業に

係る調査、検討会議の設置を提案する

ものです。  

○議長（杉原祥浩君） ただいまの西

澤議員からの動議の成立については、

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 会 議

規 則 第 ９ 条 の 規 定 に よ り ２ 名 以 上 の

賛成者が必要となります。  

 お諮りいたします。  

 本 動 議 に 賛 成 の 方 々 の 起 立 を 求 め
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ます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（杉原祥浩君） ご着席くださ

い。賛成者が２名以上のため、本動議

は成立いたしました。  

暫時休憩いたします。  

 

〔午前 11 時 46 分休憩〕  

 

〔午前 11 時 49 分再開〕  

 

追加日程  会議案第１号上程  

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

 た だ い ま 西 澤 議 員 か ら 提 案 の あ り

ました、会議案第１号  彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を

改正する規則案を日程に追加し、議題

といたします。提出者の説明を求めま

す。西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 会議案第１号

となります、彦根愛知犬上広域行政組

合 議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則案、上記の会議案を提出します。提

出者は私です。賛成者は角井英明議員、

瀧すみ江議員となっています。議案そ

のものは、彦根愛知犬上広域行政組合

議会会議規則第 35 条の表に次のよう

に加えることです。名称は、新ごみ処

理施設整備事業に係る調査、検討会議。

目的は、彦根愛知犬上新ごみ処理施設

整備事業計画に関わるごみ処理方式、

施設規模、その他必要な事項に関わる

調査、検証を行う。構成員は、全議員。

そして招集権者は、議長になります。

付 則 は 以 下 の 文 章 の と お り と な り ま

す。１  この規則は、公布の日から施

行する。２  この規則は、調査、検証

が終了した日限り、その効力を失う。

そして、２枚目に彦根愛知犬上広域行

政 組 合 議 会 会 議 規 則 新 旧 対 照 表 が あ

ります。組合議会が持つ審議の場は、

本会議はもちろんですけど、議会運営

代表者会議と全員協議会。そして新た

に、新ごみ処理施設整備事業に係る調

査、検討会議となります。全員協議会

がありますが、今日出た質問をみても

特 化 し た 会 議 の 設 置 が 大 事 だ と 思 い

ますので、議員の皆さんの賛同をいた

だきますよう是非ともお願いし、私の

提案説明とさせていただきます。  

○議長（杉原祥浩君） それでは、西

澤 議 員 の 説 明 に 対 し て 質 疑 を 行 い ま

す。質疑はありませんか。  

 安澤議員。  

○ 16 番（安澤勝君） それでは、質疑

をさせていただきたいと思います。西

澤 議 員 ご 提 案 の 新 た に 検 討 会 議 を 設

置するということに関しては、異議を

申し上げるものではございません。先

ほど、管理者がヨーロッパでは当たり

前の方式だと述べられました。しかし

ながら、日本ではごみを燃やすものと

いうのが、今までの常識でありまして、

日 本 と し て は 全 く 海 の も の と も 山 の

ものとも分からない状態です。新たな

方式を取り入れるに際しましては、こ

れ か ら コ ン サ ル タ ン ト 会 社 に 委 託 を

して、年度内に報告を受けるというこ

とでございます。そういうことから、
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コ ン サ ル タ ン ト 会 社 か ら 報 告 が あ っ

て 初 め て ど う い う も の だ と い う の が

分かってきますので、いまの現状で委

員会を立ち上げたとしても、まだ資料

等 が な い 状 況 で 委 員 会 を 設 置 す る の

はどうかと思います。この委員会をい

つから設置をするのか。  

そ れ と 議 会 運 営 代 表 者 会 議 が あ り

ますけども、これはいわゆる特別委員

会というようなことであれば、我々全

議員が参画するのではなく、各市町の

代 表 者 の 数 名 が し っ か り と 検 討 し た

中で、全員協議会や議会の場で議論を

してもよいのではないか。構成員を全

議員と提案されておりますので、そこ

ら辺は、もう少し時間をかけて検討し

てもよいのかなと思います。  

 三豊市への視察を 11 月の 18 日と

22 日に予定されておりましたが、相手

側の都合でなくなりました。というこ

とは、我々が全く分からない状態で検

討していくのは、できないこともある

かと思います。その点について提案者

はどのようにお考えなのでしょうか、

お伺いしたいと思います。我々議員の

見 識 を 深 め る と い う 意 味 で 設 置 を 拒

むものではございませんが、時期や規

模について、教えていただきたいと思

います。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 設置の時期に

ついては、公布の日から施行するわけ

ですから、議決のあと公布されたその

ときからです。私が考えているのは、

安澤議員が言われたように、質疑で出

て き た 懸 念 や 質 問 が い ろ い ろ あ り ま

す。そういう点で協議をする受皿をい

ま整えておく。定例会は２月ですから、

そのときでは遅いと思います。検討す

る材料については、委託するコンサル

タント会社に中間報告などを求めて、

そ れ を 材 料 に 検 討 す る こ と も で き ま

す。全ての材料が揃った段階で検討す

る と 方 向 転 換 が な か な か 難 し い と い

う点で、議会と行政が認識を共有しな

が ら 議 論 を し て い く 受 皿 を 整 え て お

くことが大事だと思います。時期は特

定していませんけども、実施している

三 豊 市 な ど の 経 験 を い た だ い て 検 討

できることもありますので、随時報告

があれば、全議員で協議をする場を設

けることは大事だと思います。  

○議長（杉原祥浩君）  安澤議員。  

○ 16 番（安澤勝君） あと、全議員が

参 画 す る べ き か ど う か と い う こ と に

ついてですけども、１市４町の大きな

問題ですので、行政組合の議員だけで

は少ない気もしますけど、特別委員会

に 全 議 員 も い か が な も の か と い う 気

もします。その点について再度お伺い

します。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 組合議会で特

別委員会、議会運営委員会、常任委員

会を設置できる条例がないので、表に

記載のとおり代表者会議、全員協議会、

そ し て 今 回 提 案 し て い る 新 ご み 処 理

施設整備事業に係る調査、検討会議を

設置するという改正がなければ、でき

ないことになっています。そういう制
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約 が あ る 中 で 今 回 に 至 っ た と い う こ

とです。これは、議会事務局から丁寧

な助言をいただきました。そういうこ

とで提出することになりましたし、全

議員としたのは、私も当初は議論があ

ちこちいくといけないので 10 人程度

に絞ってはどうかと思いました。そう

すると、誰を選ぶのかが難しい。それ

から、市では複数の方が代表者で出ら

れてますが、４町では１人となってい

ます。そういう点で、トンネルコンポ

ス ト 方 式 の 全 体 を 認 識 す る に は 全 議

員が必要かと思います。  

○議長（杉原祥浩君） 安澤議員よろ

しいでしょうか。  

 それでは、ほかにございませんか。 

 黒澤議員。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 私も調査、検

討 す る こ と は 別 に 構 わ な い と 思 う の

ですけど、全員というのは引っ掛かり

ます。会議規則の中で全員協議会は、

行 政 上 の 重 要 な 課 題 に つ い て 協 議 ま

たは調整を行うとありますので、そこ

をわざわざ特出しするというのは、全

員 協 議 会 の 意 味 が な く な っ て く る の

ではないかなと思います。ですから、

わ ざ わ ざ こ れ を あ げ な い で 議 長 が 招

集して、そこできっちりと議論したら

と思うのですけど、その点どうでしょ

うか。  

○議長（杉原祥浩君）  西澤議員。  

○６番（西澤伸明君） 現在ごみ処理

施設の建設は、広域行政組合の中心的

な事業であり、ずっと難航している事

業です。全員協議会で協議できること

ですけど、特化した協議をしていく場

が必要だという点で、議員が一致をす

ることが大事だと思います。そういう

点で、全員協議会は議長の招集により

調整できますけども、広域行政組合の

事業全体の中での重要性から、ごみ処

理をどうしていくのか。反対ばかりし

て難航しているけども、どこかで落ち

着 く 必 要 が あ る ん じ ゃ な い か と い う

様々な意見が出されてきました。そう

いう点で、大きな転換にきていますの

で、特化した会議の設定が必要だと思

います。  

○議長（杉原祥浩君） よろしいでし

ょうか。  

 それでは、ほかにございませんか。 

 それでは、質疑を終結いたします。 

 次に、討論を行います。討論はござ

いませんか。  

（「あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 0 時 04 分休憩〕  

 

〔午後 0 時 11 分再開〕  

 

○議長（杉原祥浩君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

 ３ 人 の 方 か ら 討 論 の 申 告 が ご ざ い

ましたので、順次発言を許します。  

その順位は、17 番瀧すみ江さん、５

番角井英明君、１番木村修君とします。 

 17 番瀧議員。  

○ 17 番（瀧すみ江さん）  17 番瀧す
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み江、賛成討論を行います。会議案第

１ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 議

会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 案

に対して賛成を表明します。新しいご

み処理方式が提案され、現在トンネル

コ ン ポ ス ト 方 式 が 行 わ れ て い る 施 設

へ の 議 員 全 員 の 視 察 費 用 を 計 上 さ れ

た予算が可決されました。この方式で

よ い の か 視 察 に 伺 っ た 結 果 も 踏 ま え

議会で検証の協議を行い、そのほかに

最 善 の 方 式 が な い の か に つ い て 様 々

な 角 度 か ら 意 見 を 出 し 合 い な が ら 行

政 と と も に 前 に 進 め て い く こ と が 住

民 に 対 し て 責 任 を 負 っ た 議 会 の 役 割

だと考えます。以上のことから、行政

と 議 会 が と も に し っ か り と 協 議 を 重

ねることができる、新ごみ処理施設整

備事業に係る調査、検討会議の設置に

賛成をいたします。皆様のご賛同をお

願 い 申 し 上 げ ま し て 賛 成 討 論 を 終 わ

ります。  

○議長（杉原祥浩君） ５番角井議員。 

○５番（角井英明君） 会議案第１号

に賛成する討論です。世界的規模で特

に 先 進 国 の 日 本 が 取 り 組 ま な け れ ば

な ら な い Ｃ Ｏ ２ の 削 減 と １ 市 ４ 町 の

厳 し い 財 政 状 況 の 両 面 を 考 え て 進 め

てきた大型の熱焼却方式を見直し、Ｃ

Ｏ ２ の 削 減 と 財 政 の ス リ ム 化 に 資 す

る 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 が 圏 域 内 で 実

現可能性を持っているか調査、検証す

る議案が可決されました。今までの大

型 焼 却 施 設 あ り き の 進 め 方 を 見 直 す

もので、そこは大いに評価したいと思

います。今年度末にならないと詳しい

調査結果は分かりませんが、現時点で

いくつかの疑問があります。  

まず、新しい処理方式を採用するこ

とで、１市４町がそれぞれ取り組んで

きたごみの分別が後退しないのか。ま

た、形成された固形燃料は工業用ＲＰ

Ｆの一部となりますが、引取先では石

炭 の 代 替 と し て 利 用 さ れ る の で 地 球

規 模 で 考 え れ ば Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 の 抑

制には繋がりません。しかしながら、

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 と い う 選 択 肢 が

できたことで、今までの１市４町のご

み減量の取り組みを活かし、それぞれ

の 市 町 で の 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 採

用も考えられます。より良い選択肢が

増えることに繋がります。１市４町の

住 民 に 責 任 を 持 つ 広 域 行 政 組 合 議 会

議員が好気性発酵乾燥方式について、

新ごみ処理施設整備事業に係る調査、

検討会議を設置して調査、検討するこ

と が 住 民 の 思 い や 願 い に 真 摯 に 答 え

る こ と に な り 広 域 行 政 組 合 議 会 に 見

られなかった動きです。圏域内の多く

の住民が令和 11 年度の供用開始を納

得 の 上 で 迎 え る た め に も 広 域 行 政 組

合議会としての責任を果たすために、

調査、検討会議が必要であると考え賛

成するものです。  

○議長（杉原祥浩君） １番木村議員。 

○１番（木村修君）  １番木村です。

賛成討論をさせていただきます。いま

２人の話を聞いていて、まさしく私も

そのとおりだと思っております。先月

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 説 明 を 聞

きました。以前にも話に出ていたのか
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もしれませんが、私の頭には入ってお

りませんので、長年、燃焼方式のこと

ばかり聞いていて、こんな方法もある

ん だ と い う こ と を 思 い 知 ら さ れ ま し

た。角井議員がおっしゃられた令和 11

年 供 用 開 始 と い う こ と が 決 ま っ て い

ることにおいて、この新しい会議によ

り遅れることがあれば問題ですが、ひ

ょっとしたら、第３、第４の処理方式

が あ る の か も し れ な い と い う 意 味 で

賛成とさせていただきます。以上です。 

○議長（杉原祥浩君） ほかに討論は

ございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（杉原祥浩君） 討論なしと認

め、討論を終結いたします。  

 これより、採決を行います。会議案

第 １ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合

議 会 会 議 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

案 を 原 案 の と お り 決 す る こ と に 賛 成

の諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（杉原祥浩君） ご着席くださ

い。起立少数であります。  

よって、会議案第１号  彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 会 議 規 則 の 一 部

を改正する規則案は、否決されました。 

以上をもちまして、今臨時会に付議

されました議案は、全て議了いたしま

した。  

これにて、令和４年 11 月彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 臨 時 会 を 閉 会

いたします。  

皆様、ご苦労様でございました。  

 

午後 0 時 17 分閉会  
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令和４年 11 月 15 日 (火曜日 ) 

        午前 9 時 29 分開会  

 

○議長（杉原祥浩君） それでは、始

めたいと思います。本日は大変お忙し

い中、お集まりいただき誠にありがと

うございます。  

 それでは、臨時会の開会前にお時間

をいただき、全員協議会を行います。 

まず始めに、本日の臨時会の欠席者

について、事務局から報告させます。 

事務局長。  

○事務局長（綾木陽一君） 失礼いた

します。事務局の綾木でございます。

公 務 等 に よ る 欠 席 届 が 提 出 さ れ て お

りますので、ご報告をさせていただき

ます。愛荘町の竹中秀夫議員が私用の

ため、欠席でございます。また、理事

者 側 の 野 瀬 甲 良 町 長 も 公 務 の た め 欠

席でございます。以上でございます。 

○議長（杉原祥浩君） 今臨時会の開

会に当たり、管理者より一言ご挨拶を

お願いいたします。  

管理者。  

○管理者（和田裕行君） 皆さん、こ

んにちは。本日も、ご多用の中、彦根

愛知犬上広域行政組合 11 月臨時会に

ご出席賜りまして、誠にありがとうご

ざいます。また、平素から当組合の管

理 運 営 に 格 別 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜

り、重ねてお礼申し上げます。  

 さて、本日の臨時会は、令和４年度

(2022 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 ２ 号 )を 提 案

さ せ て い た だ く も の で ご ざ い ま す 。  

何とぞ、慎重にご審議いただきますよ

うお願い申し上げます。甚だ簡単では

ございますが、開会に際しての挨拶と

させていただきます。  

○議長（杉原祥浩君） ありがとうご

ざいました。  

 

        午前 9 時 31 分閉会



 

 


